
旬の花

チャイナローズ

議会新構成図
第４回定例会議決結果一覧
第６回臨時会議決結果一覧、議会の動き
一般質問ダイジェスト
秋の叙勲にて「旭日双光章」を受章
イルミネーション
キラリ★いぜなっ子
議長のつぶやき・編集後記
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議 会 新 構 成 図
　議員定数を10人から８人に減にしたことに伴い、令和４年12月定例会において委員

会定数を5人から4人に改正する案が議会運営委員長より提出され原案可決された。

　また、広報調査特別委員は、広報常任委員会に改正した。令和４年12月より委員数が

各４人となり委員会構成が新体制となる。

議　　会

議会事務局

議会運営委員会

議　長　潮平そのみ

副議長　伊禮　正徳

事務局長　高良　和彦

書　　記　久高　孝恵

委 員 長　東江　清和

副委員長　東江　源也

委　　員　前川　秀和

委　　員　髙良　真伊

委 員 長　髙良　真伊

副委員長　東江　清和

委　　員　伊禮　正徳

委　　員　伊禮　正隆

常任委員会

総務常任委員会

委 員 長　前川　秀和

副委員長　上原　長良

委　　員　東江　源也

委　　員　潮平そのみ

経済建設常任委員会

委 員 長　上原　長良

副委員長　伊禮　正隆

委　　員　潮平そのみ 

委　　員　伊禮　正徳

広報常任委員会

2伊是名村議会だより



令和４年 第４回伊是名村議会定例会結果一覧

令和４年第４回伊是名村議会定例会は、12月13日（火）～14日（水）までの２日間で開催された。
本定例会に提案された議案は13件です。一般質問には5名の議員が登壇し村政について質問した。結果は
次の通りです。

議案番号 件　　　名 議案等の概要 議決の結果

議案第48号 令和４年度伊是名村一般会計補正予算（第３号）
219,446千円を減額し、総額を歳入歳出それぞれ
4,031,368千円とする 原案可決

議案第49号 令和４年度伊是名村国民健康保険特別会計補正
予算（第２号）

4,828千円を追加し、総額を歳入歳出それぞれ
218,132千円とする 原案可決

議案第50号 令和４年度伊是名村簡易水道事業特別会計補正
予算（第２号）

5,185千円を追加し、総額を歳入歳出それぞれ
248,828千円とする 原案可決

議案第51号 令和４年度伊是名村農業集落排水事業特別会計
補正予算（第３号）

500千円を追加し、総額を歳入歳出それぞれ
38,427千円とする 原案可決

議案第52号 令和４年度伊是名村船舶運航事業特別会計補正
予算（第２号）

15,000千円を追加し、総額を歳入歳出それぞれ
435,338千円とする 原案可決

議案第53号 伊是名村後期高齢者医療に関する条例の一部を
改正する条例

新型コロナウイルス感染症に感染した被用者に
対する傷病手当金の支給等について、感染症対策
の財政支援を実施することに伴い、条例の一部を
改正

原案可決

議案第54号 沖縄県北部医療組合の設立について
令和5年4月1日から、沖縄県北部医療組合の設
立に伴い、規約を定め、設立について議会の承認
を得る必要があるため

原案可決

議案第55号 工事請負契約の変更について
「伊是名小学校校舎改築工事」

工事請負契約金額の変更
伊是名小学校校舎改築工事
元契約に対する変更額：87,934,000円
変更契約額：932,514,000円
上門工業株式会社

原案可決

議案第56号 工事請負契約の変更について
「伊是名小学校校舎改築工事（機械設備）」

工事請負契約金額の変更
伊是名小学校校舎改築工事（機械設備）
元契約に対する変更額：12,419,000円
変更契約額：140,569,000円
南西空調設備株式会社

原案可決

議案第57号 工事請負契約の変更について
「伊是名小学校校舎改築工事（電気）」

工事請負契約金額の変更
伊是名小学校校舎改築工事（電気）
元契約に対する変更額：54,626,000円
変更契約額：177,826,000円
ヤシマ工業株式会社

原案可決

議案第58号 工事請負契約の変更について
「伊是名漁港海岸整備工事（R4-1)」

工事請負契約金額の変更
伊是名漁港海岸整備工事（Ｒ４－１）
元契約に対する変更額：17,347,000円
変更契約額：79,156,000円
株式会社　高宝建設

原案可決

議案第59号 物品購入契約の締結について
「除礫作業機購入」

目的：除礫作業機購入
（バックホウ、ホイールローダー、除礫バケット）
契約金額：21,717,300円
相手方：�コマツカスタマーサポート（株）九州沖縄

カンパニー　社長　重藤　彰紀

原案可決

発議第５号 伊是名村議会委員会条例の一部を改正する条例
議員定数が減少したため、常任委員、運営委員の
定数を減する条例の改正、また、広報調査特別委
員会から広報常任委員へ改正

原案可決
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令和４年 第６回伊是名村議会臨時会結果一覧

令和４年第６回伊是名村議会臨時会は、11月30日（水）の１日間で開催された。本臨時会には、議案２件
が提出され、結果は次のとおりです。

議案番号 件　　　名 議案等の概要 議決の結果

議案第46号 伊是名村職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例

職員の給与に関する条例の一部改正 原案可決

議案第47号 物品購入契約の締結について

目　　的：大型掲示装置等購入
契約金額：14,300,000円
相 手 方：株式会社エマオ
　　　　　代表取締役　安次富　淳子

原案可決

議会の動き 令和４年12月～令和５年２月

12月 4日（日）

6日（火）

7日（水）
13日（火）
16日（金）

22日（木）

1月 1日（日）

6日（金）

10日（火）

12日（木）

19日（木）

26日（木）

30日（月）

31日（火）

2月 1日（水）

2月 9日（木）
2月13日（月）

14日（火）

15日（水）

17日（金）

◦令和４年度幼・小合同学習発表会
（議長）　伊是名小学校体育館
◦北部市町村議会議長会第３回定例
総会（議長・局長）
　恩納村コミュニティーセンター
◦議会運営委員会
◦第４回定例会（～14日（水））　
◦ふれあい給食（議員代表３名）
���伊是名中学校
◦ウニ養殖施設視察
���（うるま市、浦添市）　　　　
◦令和５年伊是名村「二十歳の祝い」　　
伊是名村産業支援センター
◦令和５年消防団出初め式
���伊是名村産業支援センター
◦伊是名村「新春の集い」
���伊是名村産業支援センター
◦伊平屋村「新春の集い」
���伊平屋村産業連携拠点センター
◦令和５年　国・県出先機関の長及
び関係団体等と北部市町村との新
年会（議長）
　ホテルゆがふいんおきなわ

◦第43回伊是名村文化財防火訓練　　　
国指定重要文化財　銘苅家住宅
◦町村議会議長会　副議長研修会・
交流会（副議長・局長）　自治会館
◦令和5年漁期　モズク操業祈願式　　　
伊是名村モズク最終選別施設
◦町村議会議長会　新人議員研修会
（新人議員・局長）　自治会館
◦公立沖縄北部医療センターに関す
る住民説明会
　伊是名村産業支援センター
◦広報常任委員会
◦町村議会議長会第52回定期総会　
自治会館
◦離島振興市町村議会議長会第14
回定期総会・研修会　自治会館
◦町村議会女性議員交流会（議長）　
パシフィックホテル沖縄
◦町村議会議員・事務局職員研修会　
パシフィックホテル沖縄
◦第１回臨時会

消防団出初め式

伊是名村
新春の集い

伊是名村文化財防火訓練
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Q1 村畜産業の振興について
　　�①優良繁殖牛雌牛導入促進事業の復活を
　　�②緊急的繁殖牛購入及び餌代の支援を
Q2 シラサギ展望台へのアクセス道
　　�の整備は

伊
礼
正
徳
議
員

繁
殖
雌
牛
購
入
費
一
部
補

助
事
業
が
令
和
３
年
度
ま
で
行
わ

れ
て
い
た
が
、
今
後
は
経
営
基
盤

の
強
化
を
図
り
意
欲
あ
る
生
産
者

が
継
続
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
支

援
し
て
行
く
と
４
年
度
の
施
政
方

針
。
畜
産
農
家
の
現
状
は
社
会
情

勢
の
物
価
高
騰
に
直
面
し
大
変
厳

し
い
経
営
と
伺
っ
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
中
で
も
畜
産
農
家
は
意
欲

満
々
で
す
。
若
手
農
家
を
増
や
し

魅
力
あ
る
畜
産
業
の
発
展
に
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
ま
す
。

①
優
良
繁
殖
牛
雌
牛
導
入
促
進
事

業
一
括
交
付
金
を
再
復
活
で
き
な

い
か
伺
い
ま
す
。

②
事
業
化
の
目
途
ま
で
の
間
、
緊

急
的
繁
殖
牛
購
入
の
補
助
や
物
価

高
騰
に
よ
る
餌
代
の
支
援
は
出
来

な
い
か
伺
い
ま
す
。

奥
間
守
村
長

一
点
目
に
つ
い
て
、４
年
度

か
ら
新
た
な
計
画
期
間
に
は
い
る

た
め
、
農
家
意
向
調
査
実
施
し
た

と
こ
ろ
活
用
の
意
向
が
確
認
で
き

な
か
っ
た
の
で
取
り
や
め
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
後

畜
産
農
家
か
ら
支
援
継
続
要
望
も

あ
っ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
農
家
を
支
援
し
て
生
産
者
の

育
成
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
一

括
交
付
金
復
活
は
こ
れ
ま
で
の
事

業
効
果
を
勘
案
し
た
場
合
、
大
変

厳
し
い
と
の
見
解
が
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
効
果
も
精

査
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

二
点
目
に
つ
い
て
は
令
和
５
年

度
か
ら
村
単
費
予
算
で
の
支
援
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
但
し
財
政
状

況
も
勘
案
し
補
助
事
業
の
活
用

を
最
優
先
に
考
え
補
助
事
業
の

メ
ニ
ュ
ー
も
模
索
し
て
ま
い
り
ま

す
。

伊
礼
正
徳
議
員

一
括
交
付
金
の
復
活
は
厳

し
い
と
の
答
弁
で
す
が
、
し
か
し

あ
え
て
、
農
家
は
年
度
早
々
に
補

助
金
支
援
申
請
を
連
名
で
提
出
し

て
い
る
。
再
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
の

は
厳
し
い
で
す
か
。

前
田
秀
光
農
林
水
産
課
長

導
入
頭
数
か
ら
保
有
率
が

導
入
し
た
年
か
ら
何
頭
の
牛
が
生

ま
れ
て
何
割
を
保
有
し
た
か
、
規

模
拡
大
事
業
効
果
が
10
年
間
で

一
割
に
満
た
な
い
結
果
が
出
て
い

る
。
今
後
は
単
独
費
用
で
単
発
的

に
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

伊
礼
正
徳
議
員

今
後
、
畜
産
農
家
と
こ
れ

ま
で
の
事
業
効
果
な
ど
、
話
し
合

い
を
持
ち
事
業
化
に
向
け
協
議
検

討
す
る
余
地
は
な
い
か
。

前
田
秀
光
農
林
水
産
課
長

今
後
も
意
見
交
換
と
か
ヒ

ア
リ
ン
グ
等
随
時
行
っ
て
い
く
予

定
で
す
。
参
考
に
一
括
交
付
金
で

な
く
農
林
省
の
畜
産
事
業
は
ふ

ん
だ
ん
に
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の

事
業
を
の
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば

ス
ム
ー
ズ
に
い
く
と
思
っ
て
い
ま

す
。

伊
礼
正
徳
議
員

今
後
事
業
化
や
単
費
検
討

に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
補
助
金

二
分
の
一
で
40
万
円
の
限
度
額
を

少
々
補
助
率
を
上
げ
る
こ
と
と
、

雌
牛
購
入
対
象
は
12
ヶ
月
内
と

な
っ
て
い
る
が
、24
ヶ
月
ま
で
を
該

当
す
る
こ
と
を
検
討
で
き
な
い
か
。

前
田
秀
光
農
林
水
産
課
長

当
初
は
補
助
率
９
割
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
が
、
現
在

５
割
と
下
が
っ
て
い
ま
す
。
色
々

事
情
を
調
査
し
て
可
能
性
が
あ
れ

ば
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

村
だ
け
が
高
補
助
率
は
厳
し
い
か

と
は
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
購
入
対
象
24
ヶ
月
ま
で

可
能
か
は
調
査
後
回
答
し
ま
す
。

伊
礼
正
徳
議
員

畜
産
農
家
の
経
営
状
況
は

社
会
情
勢
の
物
価
高
騰
で
生
活
に

も
影
響
を
受
け
て
い
る
と
聞
い
て

ま
す
。
村
長
の
所
信
表
明
に
は
畜

産
農
家
を
支
援
し
て
い
く
と
表
明

し
て
い
ま
す
。
早
急
な
対
策
を
願

う
。

伊
礼
正
徳
議
員

シ
ラ
サ
ギ
展
望
台
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
の
整
備
に
つ
い
て
、
平

成
31
年
第
１
回
定
例
会
で
行
っ

た
が
、
新
展
望
台
事
業
に
関
連
し

た
再
整
備
が
可
能
か
他
補
助
メ

ニ
ュ
ー
を
模
索
す
る
こ
と
と
な
っ

て
た
が
、
そ
の
後
の
調
査
進
捗
状

況
を
伺
い
ま
す
。

奥
間
守
村
長

議
員
の
質
問
を
受
け
観
光

施
設
整
備
事
業
と
し
て
再
整
備
計

画
を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。
多
額

な
事
業
費
も
必
要
な
こ
と
か
ら
、

一
括
交
付
金
を
活
用
し
て
整
備
が

で
き
る
よ
う
計
画
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。伊

礼
正
徳
議
員

整
備
要
望
質
問
か
ら
５
年

目
と
な
り
ま
す
。
整
備
計
画
の
策

定
に
は
評
価
し
ま
す
が
、
早
急
な

整
備
の
目
途
を
目
指
し
て
ほ
し

い
。
安
心
安
全
な
通
路
と
し
て
さ

ら
に
素
晴
ら
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

A

A

A

A Q1

Q2

Q

Q

伊
い

禮
れい

　正
しょうとく

徳�議員

Q

AQ

Q
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東
江
源
也
議
員

年
に
約
６
回
行
わ
れ
て
い

る
村
内
一
斉
清
掃
に
つ
い
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
村
民
か
ら「
日
程

の
変
更
が
あ
り
困
っ
て
い
る
。」
と

の
声
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
件
に
関

し
て
村
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

奥
間
守
村
長　

村
内
一
斉
清
掃
は
皆
さ
ま

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
実
施
日
は
各
区
長
と

協
議
を
行
い
決
定
し
て
い
ま
す
。実

施
日
の
変
更
は
、
天
候
等
に
よ
る

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
る
も
の

で
、ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

東
江
源
也
議
員

村
内
一
斉
清
掃
は
村
民

の
み
な
さ
ん
、
特
に
年
配
の
方
々

は
責
任
感
が
あ
り
、
延
期
し
た
日

に
合
わ
せ
る
よ
う
に
調
整
し
て
い

ま
す
。
決
め
た
日
程
を
安
易
に
変

更
し
な
い
で
ほ
し
い
と
考
え
ま
す

が
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

末
吉
長
吉
建
設
環
境
課
長

今
年
度
の
実
施
状
況
で
す

が
、
１
回
目
の
４
月
９
日
は
天
候

な
ど
の
荒
れ
も
な
く
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

２
回
目
が
雨
天
に
よ
り
延
期
。

３
回
目
の
７
月
16
日
も
雨
が
降
り

延
期
し
、
４
回
目
の
９
月
17
日
は

幼
・
小
の
運
動
会
と
の
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
が
あ
り
延
期
。
５
回
目
の
11

月
は
天
気
の
都
合
で
延
期
に
な
っ

て
い
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ま
に
は

ご
理
解
い
た
だ
い
た
上
で
、
で
き

る
限
り
の
参
加
を
お
願
い
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

東
江
源
也
議
員

実
施
状
況
を
聞
い
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
日
程
は
変
え
ず

に
や
り
方
を
工
夫
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

末
吉
長
吉
建
設
環
境
課
長

12
月
は
各
区
に
任
せ
て
実

施
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
形
で

実
施
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

東
江
源
也
議
員

現
在
販
売
中
の
村
民
カ
レ

ン
ダ
ー
は
、
以
前
は
世
帯
に
１
冊

無
料
配
布
し
て
い
ま
し
た
。
い
つ

ど
う
い
う
理
由
で
販
売
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
か
。
今
後
無
料
配
布

は
で
き
る
の
か
伺
い
ま
す
。

奥
間
守
村
長

村
民
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
以

前
は
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
と
し
て
無

料
配
布
し
て
い
ま
し
た
。
平
成
24

年
度
か
ら
は
村
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と

し
て
１
冊
３
０
０
円
、
平
成
25
年

度
は
１
冊
２
０
０
円
で
販
売
。
平

成
26
年
度
と
27
年
度
は
一
括
交
付

金
を
活
用
し
て
村
民
に
は
無
料
配

布
し
ま
し
た
が
、
一
括
交
付
金
の

目
的
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
指
摘
を
受

け
ま
し
た
。
そ
の
た
め
平
成
28
年

度
以
降
は
全
て
単
費
で
制
作
し
、

１
冊
５
０
０
円
で
販
売
し
て
い
ま

す
。
継
続
的
に
発
行
し
財
源
確
保

の
た
め
に
も
年
に
１
回
、
有
料
購

入
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

東
江
源
也
議
員

村
民
カ
レ
ン
ダ
ー
は
現
在

１
冊
５
０
０
円
で
販
売
し
て
い

て
、
約
７
４
０
世
帯
で
37
万
程
度

の
金
額
に
な
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
一
斉
清
掃
は
役
場
の
賃

金
で
計
算
す
る
と
こ
の
金
額
を
上

回
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
あ

た
り
を
考
慮
す
る
と
無
料
配
布
で

も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
村
長
は
ど
う
お
考
え
で
し
ょ

う
か
。

奥
間
守
村
長

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力

依
頼
を
し
て
い
る
一
斉
清
掃
と
カ

レ
ン
ダ
ー
は
別
の
こ
と
で
す
。
財

源
の
確
保
の
た
め
、
村
民
の
み
な

さ
ま
に
は
、
ご
理
解
の
上
カ
レ
ン

ダ
ー
を
購
入
い
た
だ
き
た
い
で

す
。

東
江
源
也
議
員

仲
田
港
よ
り
諸
見
向
け
県

道
１
７
７
号
線
の
メ
ー
ダ
イ（
ウ

ン
ザ
モ
ー
の
西
側
）の
排
水
溝
は
、

深
く
て
危
険
で
す
。
ふ
た
を
し
て

埋
め
て
花
園
に
し
て
は
ど
う
か
と

意
見
が
あ
り
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

奥
間
守
村
長

危
険
排
水
溝
の
件
は
村
土

地
改
良
区
と
協
議
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
案
で
す
の
で
、
検
討
課

題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

東
江
源
也
議
員

村
民
が
景
観
を
良
く
し
た

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
が

花
園
に
な
っ
て
、
港
か
ら
上
が
っ

て
一
番
最
初
に
見
え
る
と
こ
ろ
で

す
の
で
、
き
れ
い
に
し
て
気
持
ち

良
く
通
れ
る
よ
う
に
ぜ
ひ
努
力
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

A

A

A A

Q

Q

Q

Q

東
あがりえ

江　源
もと

也
なり

�議員東
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江　源
もと

也
なり
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Q2村民カレンダーの無料配布　　�
Q3危険排水溝を盛土し、花園化は
　　�できないか
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東
江
清
和
議
員

新
た
に
自
立
経
済
を
構
築

す
る
シ
ラ
ヒ
ゲ
ウ
ニ
の
陸
上
養
殖

事
業
は
村
民
所
得
の
向
上
に
期
待

す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
村
の
水
道
事
業
の

広
域
化
に
伴
い
配
管
施
設
が
新
設

さ
れ
る
た
め
、
旧
水
道
施
設
や
送

水
管
施
設
を
そ
の
ま
ま
の
状
態
で

海
水
を
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
一
般
の

方
に
で
も
シ
ラ
ヒ
ゲ
ウ
ニ
陸
上
養

殖
事
業
を
展
開
す
る
と
い
う
事
業

で
住
民
説
明
会
及
び
意
向
調
査
か

ら
、
現
時
点
で
養
殖
希
望
者
が
村

全
体
で
30
人
、
各
戸
分
散
型
か
ら

集
約
型
に
な
る
と
11
月
30
日
の

議
員
説
明
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
基
本
計
画
を
見
ま
す

と
各
地
区
の
設
置
予
定
場
所
が
計

画
に
図
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
、
設

置
場
所
に
つ
い
て
、
次
に
よ
り
お

尋
ね
し
ま
す
。

１
．
施
設
の
設
置
予
定
場
所
が
漁

港
周
辺
外
の
私
有
地
に
設
置
す
る

計
画
と
な
っ
て
い
る
が
用
地
買
収

等
の
問
題
が
懸
念
さ
れ
る
。

２
．漁
港
関
連
施
設
の
有
効
利
用
、

利
活
用
を
図
る
上
で
、伊
是
名
、勢

理
客
、
内
花
地
区
に
つ
い
て
、
漁
港

施
設
内
の
余
白
地
に
設
置
す
る
方

法
が
よ
り
良
い
方
法
だ
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
実
施
計
画
に
向
け
て
計

画
の
変
更
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

奥
間
守
村
長

本
事
業
に
つ
い
て
は
、
令

和
３
年
度
の
沖
縄
離
島
活
性
化
推

進
事
業
を
活
用
し
て
シ
ラ
ヒ
ゲ
ウ

ニ
の
陸
上
養
殖
の
基
本
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。
去
る
11
月
に
各
集

落
ご
と
の
説
明
会
を
開
催
し
、
養

殖
希
望
の

意

向

調

査
を
実
施

し
た
と
こ

ろ
、
30
名

の
方
が
ウ

ニ
養
殖
を

希
望
す
る

こ
と
で
あ

り
ま
す
の

で
、
村
の

新
た
な
産
業
基
盤
の
構
築
及
び
村

民
所
得
の
向
上
が
図
ら
れ
る
も
の

と
期
待
し
、
同
事
業
を
推
進
し
て

い
く
方
向
で
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

事
業
の
着
手
時
期
は
未
定
で
あ

り
ま
す
が
、
議
員
の
質
問
に
つ
い

て
は
、
事
業
を
推
進
す
る
と
い
う

前
提
で
お
答
え
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
指
摘
の
用
地
買
収
問
題

に
つ
い
て
、
私
有
地
の
買
収
は
承

諾
し
て
も
ら
え
な
い
こ
と
も
想
定

さ
れ
ま
す
の
で
そ
の
場
合
は
他
場

所
へ
の
変
更
も
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
漁
港
施
設
内
の
余
白
地
へ

の
設
置
が
よ
り
良
い
方
法
で
は

な
い
か
と
の
こ
と
に
つ
い
て
で
す

が
、
漁
港
施
設
は
既
に
利
用
計
画

が
定
め
ら
れ
て
い
て
、
使
用
使
途

も
指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
、
そ
の

点
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

東
江
清
和
議
員      

同
事
業
ス
キ
ー
ム
を
み
ま

す
と
、
基
本
計
画
の
策
定
は
ほ
ぼ

完
了
、
令
和
５
年
度
か
ら
実
施
設

計
と
な
っ
て
い
ま
す
。
漁
港
施
設

内
及
び
周
辺
で
陸
上
養
殖
施
設
に

適
し
た
村
有
地
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
あ
え
て
施
設
外
の
私
有

地
を
買
収
し
選
定
し
た
理
由
が
問

題
視
さ
れ
る
。

　

漁
港
施
設
は
既
に
利
用
計
画

が
定
め
ら
れ
、
使
用
使
途
も
指
定

さ
れ
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
計
画
が
実

施
さ
れ
た
経
緯
は
な
い
、
管
理
の

面
か
ら
も
漁
港
施
設
内
へ
計
画
に

持
っ
て
行
く
べ
き
と
思
わ
れ
ま
す
。

前
田
秀
光
農
林
水
産
課
長

漁
港
施
設
内
の
余
白
地

は
、網
の
保
管
場
所
等
、利
用
計
画

の
種
類
が
多
岐
に
渡
り
計
画
が
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
計
画
の
変
更
は

困
難
と
な
り
ま
す
。

東
江
清
和
議
員      

計
画
に
変
更
が
で
き
な
い

と
の
こ
と
で
す
が
、例
え
ば
ト
コ
ブ

シ
施
設
が
20
年
近
く
も
遊
休
化
の

状
態
、
敷
地
内
に
採
石
材
の
野
積

等
々
、村
の
利
用
計
画
が
十
分
機
能

し
て
い
な
い
、そ
の
件
に
つ
い
て
は
、

今
後
利
用
計
画
図
に
基
づ
い
て
議

論
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
２
点
を
議
論
し
て
き
ま
し

た
が
、
陸
上
養
殖
事
業
に
つ
い
て

基
本
計
画
を
十
分
協
議
し
、
場
所

選
定
が
実
施
設
計
に
十
分
反
映
さ

れ
ま
す
よ
う
財
政
負
担
も
考
慮

し
、
良
い
事
業
が
展
開
さ
れ
ま
す

よ
う
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

A

A

Q

Q海産物陸上養殖（シラヒゲウニ）
施設整備事業

Q

Q

東
あがりえ

江　清
きよ

和
かず

�議員

シラヒゲウニ陸上養殖
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髙
良
真
伊
議
員

小
学
校
新
校
舎
建
設
を
記

念
し
て
、
全
児
童
の
本
数
の
桜
の

木
を
記
念
植
樹
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

照
屋
巧
教
育
長

小
学
校
新
校
舎
建
設
を

記
念
し
、
全
児
童
の
本
数
植
樹
を

行
う
こ
と
は
誠
に
す
ば
ら
し
く
大

変
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。で
す
が
、現
時
点
で
は
植
樹
場

所
の
確
保
が
難
し
く
、
困
難
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
児
童
分
の
記
念
植
樹

に
な
り
ま
す
と
、
苗
木
１
０
０
本

ほ
ど
で
す
。
肥
料
、植
樹
場
所
の
確

保
及
び
植
樹
後
の
管
理
な
ど
の
課

題
、
校
舎
建
設
及
び
旧
校
舎
解
体

な
ど
、
一
連
の
工
事
が
完
了
す
る

次
年
度
以
降
に
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

髙
良
真
伊
議
員

小
学
校
の
敷
地
内
に
は
植

樹
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
、
と
い

う
ご
回
答
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

児
童
生
徒
の
各
字
、
通
学
路
へ
の

記
念
植
樹
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

末
吉
長
吉
建
設
環
境
課
長

各
字
の
村
道
に
関
し
て
は

通
学
路
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、

歩
道
な
ど
も
設
置
さ
れ
て
い
て
、

植
樹
す
る
場
所
が
あ
る
か
な
い
か

の
調
査
か
ら
入
っ
て
い
く
べ
き
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
県
道
に
関
し

て
は
、
県
と
調
整
し
な
が
ら
可
能

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

髙
良
真
伊
議
員

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
。
令
和
３
年
度
よ
り「
い
ぜ
な
島

観
光
協
会
」
と
業
務
委
託
契
約
さ

れ
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
勧

奨
努
力
は
村
役
場
か
、
い
ぜ
な
島

観
光
協
会
な
の
か
。
村
長
の
見
解

を
お
伺
い
し
ま
す
。

奥
間
守
村
長

ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
業

務
は
、
令
和
３
年
度
か
ら「
い
ぜ
な

島
観
光
協
会
」
へ
業
務
委
託
し
て

い
ま
す
。
勧
奨
努
力
に
つ
い
て
は
、

村
役
場
か
い
ぜ
な
島
観
光
協
会
の

ど
ち
ら
か
一
方
が
行
う
べ
き
も
の

で
は
な
く
、
情
報
発
信
で
き
る
こ

と
は
お
互
い
に
積
極
的
に
行
っ
て

い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

髙
良
真
伊
議
員

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

現
在
の
勧
奨
の
取
り
組
み
を
お
聞

か
せ
下
さ
い
。

諸
見
直
也
総
務
課
長

新
年
会
や
交
流
大
会
で
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
持
参
し
て
、
郷
友

会
の
み
な
さ
ん
に
周
知
し
て
い
ま

す
。
あ
と
は
イ
ベ
ン
ト
、や
ん
ば
る

産
業
ま
つ
り
、
離
島
フ
ェ
ア
、
沖
縄

タ
イ
ム
ス
展
で
も
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
と
周
知
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
昨
年
11
月
の
後
半
に

東
京
都
の
大
手
新
聞
に
掲
載
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
周
知
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
観
光
協
会

の
方
で
は
特
産
品
の
新
た
な
開

発
、
セ
ッ
ト
内
容
の
見
直
し
も
含

め
て
周
知
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

高
良
真
伊
議
員

ふ
る
さ
と
納
税
の
ピ
ー

ア
ー
ル
で
す
が
、
他
の
市
町
村
と

比
べ
る
と
も
う
少
し
改
善
の
余
地

が
あ
る
の
で
は
、と
感
じ
ま
す
。
村

長
ほ
か
担
当
課
長
の
見
解
を
お
聞

き
し
ま
す
。

諸
見
直
也
総
務
課
長

Ｓ
Ｎ
Ｓ
系
統
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
も
活
用

し
て
、
周
知
が
で
き
れ
ば
伸
び
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

髙
良
真
伊
議
員

担
当
課
長
は
他
市
町
村
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
バ
ナ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
し
て

ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。

諸
見
直
也
総
務
課
長

ど
う
い
っ
た
特
産
品
が
あ

る
の
か
と
い
う
程
度
は
、
他
市
町

村
の
内
容
を
確
認
し
た
こ
と
は
ご

ざ
い
ま
す
。

髙
良
真
伊
議
員

　

ふ
る
さ
と
納
税
を
使
っ
て

桜
の
木
の
植
樹
、
教
育
機
関
へ
の

絵
本
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ

ト
、
車
椅
子
で
砂
浜
に
下
り
ら
れ

る
マ
ッ
ト
の
購
入
な
ど
に
取
り
組

む
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

諸
見
直
也
総
務
課
長

可
能
な
の
か
ど
う
か
と
い

う
こ
と
を
検
討
し
た
上
で
、
実
施

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

A

A

A

A

A

A

Q1

Q2 Q

QQ

Q

Q1小学校新校舎の記念植樹

Q2ふるさと納税
髙
たか

良
ら

　真
さ な い

伊�議員

QA
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伊
禮
正
隆
議
員

伊
是
名
村
に
お
け
る
定
住

促
進
住
宅
に
つ
い
て
。
令
和
４
年

度
に
内
花
区
で
着
工
及
び
完
成
予

定
の
定
住
促
進
住
宅
が
、
未
だ
着

工
さ
れ
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
定
住
促
進
す
る
た
め
の
事

業
で
あ
り
、
そ
の
機
会
を
逃
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後

の
予
定
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

奥
間
守
村
長

本
事
業
は
定
住
条
件
の
整

備
を
図
る
た
め
に
、
平
成
30
年
度

か
ら
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

事
業
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
仲

田
区
２
棟
、
内
花
区
１
棟
と
い
う

合
計
３
棟
の
住
宅
が
完
成
し
、
現

在
８
人
の
方
が
入
居
し
て
お
り
ま

す
。

　

ご
質
問
に
あ
り
ま
す
内
花
区
２

号
棟
の
着
工
の
遅
れ
に
つ
き
ま
し

て
は
、
建
設
用
地
決
定
の
遅
れ
に

伴
う
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
今
後

の
予
定
と
し
ま
し
て
は
、
令
和
５

年
度
４
月
を
目
途
に
着
工
す
る
予

定
で
あ
り
ま
す
。

　

着
工
の
遅
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
村
全
体
の
今
後
の
予
定

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
勢
理
客
・

伊
是
名
・
諸
見
に
お
き
ま
し
て
も

仲
田
区
・
内
花
区
同
様
整
備
を
進

め
て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

伊
禮
正
隆
議
員

先
程
、
村
長
は
所
信
表
明

の
中
で「
若
者
定
住
促
進
住
宅
整

備
を
計
画
的
に
行
い
ま
す
の
で
、

仲
田
区
、
内
花
区
に
引
き
続
き

整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。
遅
れ
が
あ

り
ま
す
け
れ
ど
、
村
長
と
し
て
は

現
在
も
計
画
的
に
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
か
。末

吉
長
吉
建
設
環
境
課
長

先
ほ
ど
の
村
長
答
弁
に
も

ご
ざ
い
ま
し
た
と
お
り
、
内
花
区

の
着
工
の
遅
れ
に
関
し
て
は
、
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
る
か
と

い
う
再
質
問
の
回
答
と
し
ま
し
て

は
、
仲
田
・
内
花
・
勢
理
客
・
伊

是
名
・
諸
見
の
各
字
整
備
を
す
る

と
い
う
こ
と
で
、
計
画
ど
お
り
に

進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

伊
禮
正
隆
議
員

村
長
、
こ
の
事
業
に
つ
い

て
村
民
の
み
な
さ
ま
は
、
１
集
落

毎
年
最
低
１
棟
は
建
つ
だ
ろ
う

と
恐
ら
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

こ
の
事
業
を
早
期
に
進
め
、
あ
と

は
家
族
向
け
の
定
住
住
宅
の
整

備
を
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
人
口

増
加
が
図
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

A

A

Q

Q

Q定住促進住宅

Q

伊
い

禮
れい

　正
まさ

隆
たか

�議員

「定住促進住宅内花２号棟」建設予定地
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前川清元議員 令和４年 秋の叙勲にて「旭日双光章」を受章

今年もイルミネーション設置しました

　令和４年12月中旬から複数回に分け
て、伊是名村議会議員を筆頭に今年も臨
海ふれあい公園ステージ前広場でイルミ
ネーションライト設置をしました。今年は、
ステージ前の広場だけでなく、臨海公園
内の道路沿いにもライトを設置し、車の中
からでも観れるよう工夫しました。イルミ
ネーションは、令和4年12月中旬〜令和
5年1月28日（土）まで点灯されました。

イルミネーション取り付け作業風景

　前川清元議員が去った令和4年11月8日、令
和4年秋の叙勲伝達式にて、自治功労により「旭
日双光章」を受章しました。
　前川清元議員は平成10年に初当選し、平成
30年３月までの19年5月の間、議員として在職
し、村の地域産業、教育、文化、福祉の向上に努
め、振興発展の為、尽力しました。
　また、平成18年より約11年５月間、議長とし

て、常に適切な議会運営に努め、行財政改革の断
行を訴えるなどの住民の側に立った議会活動を
行い、村政の各分野にわたって活躍をされ、今回
の旭日双光章受章、誠におめでとうございます。
　今回旭日双光章受章を機に、２月８日に前川
清元議員が来庁され、島の人材育成のためにと
村育英会へ寄付をされました。村教育長へ目録
が贈呈されました。

10伊是名村議会だより



ザ・学生Ⅱ
vol.29

キラリ★いぜなっ子　ザ・学生は、本村出身のがんばる学生を紹
介するコーナーです。今回のキラリ★いぜなっ子は沖縄県立沖縄
水産高等学校に通うお二人です。

　

琉
風
さ
ん
は
中
学
校
２

年
の
時
に
、
地
元
の
先
輩

か
ら
「
船
長
は
花
形
の
仕

事
で
希
望
者
が
多
い
が
、

船
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど

を
担
当
す
る
機
関
長
は
少

な
い
」
と
い
う
話
を
聞
き

ま
す
。

　

そ
こ
で
琉
風
さ
ん
は
機

関
長
の
な
り
手
が
少
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
道
は
広
い

と
考
え
、
船
の
機
関
長
を

目
指
す
沖
縄
水
産
高
校
の

機
関
長
コ
ー
ス
を
目
指
し

ま
す
。

　

学
校
生
活
は
寮
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
。
寮
で
は
兄

が
先
に
入
寮
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
馴
染
み
も
早

か
っ
た
そ
う
で
す
。
学
校

セ
ー
ジ
と
し
て
、「
い
つ

ま
で
も
優
し
さ
を
失
わ
な

い
で
ほ
し
い
」
と
感
謝
を

込
め
て
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

＊　

＊　

＊

　

メ
ア
リ
さ
ん
は
他
界

し
た
祖
父
の
介
護
に
十
分

に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
思
い
が
あ

り
、
介
護
の
仕
事
に
興
味

を
持
ち
ま
す
。
そ
こ
で
、

福
祉
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

で
は
入
学
当
初
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

を
受
け
て
、
分
散
登
校
な

ど
が
繰
り
返
さ
れ
ま
す
。

や
っ
と
通
常
の
学
校
生
活

に
戻
っ
て
か
ら
は
学
校
生

活
が
楽
し
い
と
思
う
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
勉

強
面
で
は
最
初
は
や
さ
し

い
と
感
じ
ま
し
た
が
、
専

門
科
目
が
出
て
き
て
か
ら

は
、
機
械
の
名
前
や
仕

組
み
な
ど
戸
惑
う
こ
と
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

学
校
生
活
の
思
い
出
は

３
年
生
に
な
っ
て
す
ぐ
に

ス
タ
ー
ト
し
た
40
日
間
の

遠
洋
航
海
。
船
の
上
で
過

ご
し
た
経
験
は
貴
重
で
、

外
国
に
も
寄
港
し
た
こ
と

が
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま

す
。

　

将
来
の
夢
は
も
ち
ろ
ん

船
の
機
関
長
を
目
指
し
ま

す
。
希
望
は
沖
縄
県
内
の

企
業
に
就
職
し
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
り
な
が
ら
、

叶
う
な
ら
伊
是
名
島
の

フ
ェ
リ
ー
の
業
務
に
関
わ

り
た
い
そ
う
で
す
。

　

島
の
人
た
ち
へ
の
メ
ッ

が
で
き
る
沖
縄
水
産
高
校

総
合
福
祉
系
列
の
学
科

で
、
高
齢
者
の
手
助
け
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

希
望
を
膨
ら
ま
せ
入
学
し

ま
す
。

　

学
校
生
活
は
寮
に
入
り
、

仲
間
と
一
緒
に
生
活
を
始

め
ま
す
。
一
時
は
ホ
ー
ム

シ
ッ
ク
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
が
、
持
ち
前
の
明
る
さ

で
友
人
を
増
や
し
て
い
き

ま
す
。
寮
で
は
洗
濯
な
ど

自
身
で
や
ら
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
規
則
正
し
い

生
活
を
続
る
こ
と
で
、
今

で
は
人
間
的
に
成
長
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
る
と
実

感
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

勉
強
面
で
は
最
初
は
つ

い
て
い
け
な
か
っ
た
よ
う

で
す
が
、
２
年
生
に
な
る

と
余
裕
も
出
て
き
て
集
中

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
ヘ
ル
パ
ー
の
資

格
取
得
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

学
校
行
事
で
は
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
、
自
粛
し
て
い

た
沖
水
祭
も
開
催
さ
れ
、

同
級
生
た
ち
と
の
取
り
組

沖
縄
県
立
沖
縄
水
産
高
等
学
校

（
３
年
生
）

東あ
が
り
え江

　
琉る

風か

さ
ん

（
内
花
）

沖
縄
県
立
沖
縄
水
産
高
等
学
校

（
２
年
生
）

前ま
え

川か
わ

メ
ア
リ
さ
ん

（
内
花
）

み
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き

た
よ
う
で
す
。
現
在
は
介

護
の
勉
強
を
し
て
い
く
中

で
、
保
育
士
に
も
興
味
を

抱
い
て
お
り
、
卒
業
後
は

専
門
学
校
に
通
う
こ
と
も

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

島
の
後
輩
た
ち
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
く
と
、

「
早
め
に
慣
れ
る
た
め
に

は
友
人
を
つ
く
る
こ
と
が

大
切
。
友
人
が
で
き
る
の

を
待
つ
の
で
は
な
く
、
自

分
か
ら
積
極
的
に
作
り
に

い
く
機
会
を
増
や
し
て
ほ

し
い
」
と
話
し
ま
す
。
島

へ
の
思
い
と
し
て
は
島
の

自
然
を
大
切
に
し
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
最

後
に
「
ま
だ
わ
か
ら
な

い
け
ど
、
い
つ
か
は
島
に

戻
っ
て
生
活
を
す
る
こ
と

も
考
え
て
い
る
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
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　村民の皆様、こんにちは。今期の広報常任副委員長に選出されました伊禮です。

　前川清元村議会議長、旭日双光章受章おめでとうございます。

　今年度もイルミネーションを皆様が楽しんで観られるよう、頑張って設置しました。

　令和４年度も残りわずかとなりましたが、村民の皆様、健康管理を十分に行い過ご

してください。

　わかりやすく読んでもらえるよう、議会だよりをお届けしたいと思っておりますので、よろしく

お願い致します。

広報常任委員会副委員長　伊禮正隆

編集
後記

　2023年新しいうさぎ年の幕開け
　元旦「二十歳の祝い」に参加した16名の若者
たち。20歳の思いや抱負を語り合い仕事に就い
て税金を納めたい。と話していた事に成長や逞
しさを感じました。
　新年と言えば、小学校の新しい校舎が完成
し、新しい校舎での学びがスタートした。
　校舎の前には二宮金次郎石像と、桜、ヤシの
木が植えられています。伊是名小学校92期生、
昭和37年生まれの還暦記念樹です。
　戦後、旧赤瓦校舎の前にもヤシの木が屋根よ
り高く伸びていた事を走馬灯のように思い出し
ました。新校舎の二宮金次郎石像と松、桜、ヤシ
の木は学び舎の子供たちの成長を見守るシンボ

議長のつつぶぶややきき 伊是名村議会議長の潮平です。村議会というと堅いイメージが
あると思いますが、楽しいエピソードやほんわかするお話もあ
るんですよ！ 議員の奮闘ぶりもお伝えできたらと思います。

ルになるでしょう。
　又、1月22日（旧正月)の新聞に伊是名中学校
3年生10人が「15の島立ち」「世界のウチナー
ンチュから学ぶ15の島立ち」をテーマに卒業
後の進路について決意を表明。
　なんと素晴らしい。島の子供たちは逞しく、
大きな夢を抱きそれぞれの道を目指して飛び
立とうとしています。
　島の子供たちよ！頑張れとエールを送りま
す。
　新年1月の幸先いいスタートです。
　卯年ピョンピョン、ホップステップジャン
プで皆様方の一年間のご活躍、ご発展を祈りま
す。　　　　　　　　　　議長　潮平　そのみ

　議会は原則として、定例会および臨時会において、議

長が認めた事案について、傍聴が可能となります。

　会議がどのように行われているのか、ぜひ来場し傍聴

して下さい。

　入場の際は、受付で住所・氏名・年齢を記入してくだ

さい。

議会を傍聴しませんか？いろいろな議案は
ここで採決する

新校舎赤瓦の校舎（昭和6～昭和54年）
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